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今
年
は
中
華
人
民
共
和
国
建
国
七
〇
年
。
建
国
五
〇
年
時
に
は
天
児

慧
氏
、
国
分
良
成
氏
、
い
ま
は
亡
き
小
島
朋
之
氏
ら
現
代
中
国
研
究
の

第
一
人
者
が
揃
っ
て
建
国
五
〇
年
の
関
連
書
籍
を
刊
行
さ
れ
た
。

　

七
〇
年
に
あ
た
る
今
年
は
ど
の
よ
う
な
企
画
が
あ
る
の
か
知
ら
な

い
。
本
書
も
建
国
七
〇
年
を
意
識
し
て
刊
行
さ
れ
た
の
か
ど
う
か
分
か

ら
な
い
。
だ
が
今
年
は
一
九
三
五
年
七
月
、日
本
で
客
死
し
た
聶
耳（
ニ

エ
・
ア
ル
）
が
作
曲
し
た
映
画
主
題
歌
『
義
勇
軍
行
進
曲
』
が
、
暫
定

な
が
ら
中
国
国
歌
に
選
定
さ
れ
て
七
〇
周
年
に
な
る
の
で
、
本
書
の
刊

行
は
時
宜
を
得
た
も
の
と
言
え
る
。

　

本
書
は
こ
の
「
義
勇
軍
行
進
曲
」
の
時
代
を
、
こ
の
曲
の
作
曲
者
で

あ
る
聶
耳
、
国
民
党
の
要
人
で
文
化
政
策
策
定
の
ト
ッ
プ
の
座
に
い
た

と
さ
れ
る
邵
元
冲
、
さ
ら
に
そ
の
妻
で
女
性
の
地
位
向
上
を
め
ざ
す
教

育
に
情
熱
を
傾
け
た
張
黙
君
の
三
人
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
重
層
的
に
再

「
義
勇
軍
行
進
曲
」
の
時
代
を
重
層
的
に

　
　

作
曲
者
・
聶
耳
の
人
物
像
を
め
ぐ
っ
て岡

崎　

雄
兒	

Book Review

四六判　264頁
岩波書店
［本体 2,400円 +税］

現
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

著
者
は
プ
ロ
ロ
ー
グ
で
本
書
を
執
筆
さ
れ
た
動
機
と
し
て
次
の
よ
う

に
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

　

	　

聶
耳
が
一
九
三
〇
年
代
上
海
の
左
翼
的
な
映
画
人
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
中
に
い
た
こ
と
か
ら
、
そ
し
て
「
義
勇
軍
行
進
曲
」
が
革
命
で
成

立
し
た
人
民
共
和
国
の
国
歌
に
採
用
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
彼
に
つ
い

て
は
革
命
運
動
に
献
身
し
た
と
い
う
文
脈
で
語
ら
れ
る
こ
と
が
多

い
。
中
国
で
書
か
れ
た
評
伝
［
王
懿
之
、
一
九
九
二
］
に
も
、
日
本

で
刊
行
さ
れ
た
伝
記
［
岡
崎
、
二
〇
一
五
］
に
も
そ
う
し
た
偏
り
が

み
ら
れ
る
。
そ
の
結
果
、
彼
が
当
時
の
中
国
に
い
た
多
く
の
普
通
の

若
者
の
一
人
で
あ
っ
た
事
実
が
見
落
と
さ
れ
、
彼
を
育
ん
だ
時
代
全

体
に
対
す
る
理
解
が
不
足
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
ん
な
も
ど

か
し
い
思
い
が
、
本
書
を
書
く
動
機
の
一
つ
に
な
っ
た
。

久
保
亨
著

日
本
で
生
ま
れ
た
中
国
国
歌

「
義
勇
軍
行
進
曲
」の
時
代

　

https://www.toho-shoten.co.jp/toho-web/search/detail?id=4000283878&bookType=jp
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中
国
人
で
あ
る
王
懿
之
氏
が
、一
九
九
二
年
に
書
か
れ
た
『
聶
耳
伝
』

は
と
も
か
く
と
し
て
、
私
の
著
書
に
つ
い
て
、「
そ
う
し
た
偏
り
が
み

ら
れ
る
」
と
の
記
述
は
心
外
で
あ
る
（
こ
こ
で
［
献
身
］
は
「
渾
身
」
の

転
換
ミ
ス
か
、
或
い
は
「
貢
献
」
の
書
き
間
違
え
か
）。

　

私
が
拙
著
『
歌
で
革
命
に
挑
ん
だ
男　

中
国
国
歌
作
曲
者
・
聶
耳
と

日
本
』（
新
評
論
、
二
〇
一
五
年
）
を
書
い
た
動
機
は
、
こ
れ
ま
で
革
命

音
楽
家
と
し
て
聖
人
視
さ
れ
て
き
た
聶
耳
は
、
そ
の
音
楽
が
与
え
た
影

響
か
ら
革
命
音
楽
家
と
呼
ば
れ
る
に
相
応
し
い
が
、
同
時
に
同
時
代
の

ご
く
普
通
の
若
者
と
い
う
面
を
も
っ
て
い
た
こ
と
を
紹
介
し
た
か
っ
た

か
ら
で
あ
る
。
こ
の
点
で
久
保
先
生
の
執
筆
動
機
と
実
ま
っ
た
く
同
じ

な
の
で
あ
る
。

　

で
は
な
ぜ
に
久
保
先
生
は
拙
著
に
対
し
こ
の
よ
う
な
“
誤
解
”
を
さ

れ
る
に
至
っ
た
の
か
？　

以
下
に
私
な
り
に
推
察
し
て
み
た
。

　

私
の
推
察
が
妥
当
か
ど
う
か
、
久
保
先
生
を
も
ち
ろ
ん
読
者
諸
氏
の

判
断
を
仰
ぎ
た
い
。

　

私
が
革
命
音
楽
家
と
し
て
崇
め
ら
れ
て
き
た
聶
耳
に
対
し
、
彼
も
ま

た
ご
く
普
通
の
若
者
と
い
う
面
を
も
っ
て
い
る
と
知
り
、
親
し
み
を
感
じ

る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
雲
南
省
・
玉
渓
市
在
住
の
在
野
の
研
究
者
―
―

崎
松
氏
の
著
書
を
読
ん
で
か
ら
で
あ
る
。
玉
渓
は
聶
耳
の
父
の
生
ま
れ

育
っ
た
地
で
あ
り
聶
耳
の
本
籍
地
で
あ
っ
た
。
崎
松
氏
の
著
書
『
聶
耳

与
玉
渓
』（
民
族
出
版
社　

一
九
九
九
年
）
に
つ
い
て
、
私
は
、
本
誌
『
東

方
』（
二
五
九
号
、二
〇
〇
二
年
九
月
号
）に「
中
国
国
歌
作
曲
者
が
身
近
に
」

と
題
し
て
紹
介
し
た
こ
と
が
あ
る
。
崎
松
氏
の
著
書
は
、
若
き
日
の
聶

耳
の
恋
愛
な
ど
を
記
述
す
る
中
で
、
聶
耳
の
聖
人
で
は
な
い
若
者
ら
し

い
側
面
を
紹
介
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
私
は
小
文
に
こ
の
よ
う

な
タ
イ
ト
ル
を
付
け
た
の
で
あ
っ
た
。

　

次
に
回
り
道
を
す
る
よ
う
だ
が
聶
耳
の
実
像
を
理
解
す
る
上
で
『
増

補
版　

聶
耳
全
集
』
の
刊
行
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。
聶
耳
に
つ

い
て
は
、
一
九
五
〇
年
代
に
簡
単
な
一
冊
本
の
『
聶
耳
全
集
』（
万
象
書

店
）
が
刊
行
さ
れ
た
。
だ
が
本
格
的
な
全
集
は
没
後
五
〇
年
を
記
念
し

て
一
九
八
五
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
聶
耳
全
集
』（
文
化
芸
術
出
版
社
・
人

民
音
楽
出
版
社
）
が
最
初
で
あ
る
。
こ
れ
は
二
巻
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、

上
巻
が
音
楽
編
、
下
巻
が
文
字
編
（
文
稿
、
書
信
、
日
記
、
紀
念
図
片
）

と
な
っ
て
い
た
。
音
楽
編
は
と
も
か
く
、
下
巻
の
文
字
編
は
職
業
的
な

作
家
で
も
な
く
、
ま
た
弱
冠
二
三
歳
で
亡
く
な
っ
た
若
者
の
遺
し
た
も

の
を
蒐
集
し
判
読
す
る
だ
け
で
も
大
変
な
仕
事
で
あ
っ
た
ろ
う
と
推
察

さ
れ
る
。

　

さ
ら
に
二
〇
一
一
年
に
翌
年
の
生
誕
一
〇
〇
年
を
記
念
し
て
『
増
補

版　

聶
耳
全
集
』（
文
化
芸
術
出
版
社
）
が
刊
行
さ
れ
た
。
両
全
集
と
も

編
纂
委
員
会
が
設
け
ら
れ
何
年
も
の
準
備
期
間
を
経
て
刊
行
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。

　

さ
て
増
補
版
全
集
で
あ
る
。
増
補
版
は
三
巻
構
成
と
な
っ
た
。
上
、
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中
巻
は
旧
全
集
と
同
じ
だ
が
、
下
巻
が
、「
紀
念
文
章
」
三
四
編
、「
回

憶
文
章
」
六
六
編
、「
研
究
文
章
」
三
九
編
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
個

人
の
全
集
で
こ
の
よ
う
な
文
章
が
付
さ
れ
る
の
は
珍
し
い
。
聶
耳
の
死

後
、
お
び
た
だ
し
い
数
の
回
顧
録
が
書
か
れ
、
論
文
が
発
表
さ
れ
た
。

様
々
な
媒
体
に
書
か
れ
た
こ
れ
ら
の
文
章
・
原
稿
を
厳
選
し
一
冊
に
収

め
た
の
だ
か
ら
こ
れ
は
有
難
い
。
私
が
長
年
に
わ
た
っ
て
各
地
で
蒐
集

し
て
き
た
文
章
が
何
篇
も
含
ま
れ
て
い
た
が
、
そ
の
数
倍
の
文
章
が
収

録
さ
れ
て
い
た
。

　

私
は
、
こ
の
三
巻
の
全
集
が
刊
行
さ
れ
た
と
き
に
、
や
は
り
本
誌

（
三
七
八
号
、
二
〇
一
二
年
八
月
号
）
に
「“
偉
人
か
く
あ
る
べ
き
”
を
越

え
て
」
と
題
し
て
紹
介
原
稿
を
書
か
せ
て
い
た
だ
い
た
。
こ
の
タ
イ
ト

ル
か
ら
私
の
小
文
の
狙
い
を
ご
理
解
い
た
だ
け
よ
う
。
私
は
こ
の
紹
介

文
の
最
後
を
、「
本
増
補
版
『
聶
耳
全
集
』
の
刊
行
に
よ
っ
て
、
と
も

す
れ
ば
、“
偉
人
か
く
あ
る
べ
き
”
或
い
は
“
左
翼
”
史
観
に
呪
縛
さ

れ
て
い
た
聶
耳
研
究
が
い
ま
新
た
な
フ
ィ
ー
ル
ド
に
向
か
う
こ
と
が
出

来
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
喜
ば
し
い
」
と
結
ん
だ
。

　

つ
ま
り
私
は
こ
う
し
た
新
資
料
を
読
み
込
ん
で
、「
当
時
の
中
国
に

い
た
多
く
の
普
通
の
若
者
の
一
人
で
あ
っ
た
事
実
」
を
確
認
し
新
し
い

聶
耳
像
を
描
い
た
つ
も
り
で
あ
る
。
で
は
な
ぜ
久
保
先
生
は
私
の
意
図

を
読
み
取
っ
て
い
た
だ
け
な
か
っ
た
の
か
？

　

本
書
の
冒
頭
で
、
久
保
先
生
は
凡
例
と
し
て
参
考
に
し
た
文
献
に
つ

い
て
説
明
を
さ
れ
て
い
る
。
最
初
に
、

　

	『
聶
全
集
』：
聶
耳
、
一
九
八
五　
『
聶
耳
全
集
』
全
二
巻
、
文
化
芸

術
出
版
社
。

と
あ
る
。
あ
れ
、
久
保
先
生
は
二
〇
一
一
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
増
補
版

聶
耳
全
集
』
を
御
存
じ
な
い
の
か
？　

と
思
っ
た
。
先
生
は
聶
耳
の
作
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文
や
日
記
な
ど
十
数
件
を
引
用
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
す
べ
て
二
巻
全

集
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
読
み
進
め
て
い
く
と
、
三
巻
本
か
ら
の
引
用

も
あ
る
に
は
あ
っ
た
。
①
司
徒
慧
敏
「
在
暴
風
雨
中
誕
生
」（
二
二
三

頁
）
と
②
向
廷マ

マ正
「
影
片
《
風
雲
児
女
》
及
其
主
題
歌
《
義
勇
軍
進
行

曲
》」（
二
二
四
頁
）
の
二
点
で
あ
る
。
巻
末
の
文
献
一
覧
に
は
三
巻
全

集
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
（
な
お
八
五
年
の
二
巻
全
集
に
つ
い
て
、
久
保
先
生

は
文
化
芸
術
出
版
社
の
名
だ
け
を
記
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
人
民
音
楽
出
版
社

と
の
共
同
出
版
だ
っ
た
。
二
〇
一
一
年
の
三
巻
全
集
は
文
化
芸
術
出
版
社
単
独

と
な
っ
て
い
る
）。
聶
耳
に
つ
い
て
の
基
本
文
献
が
網
羅
さ
れ
て
い
る
三

巻
全
集
を
十
分
に
参
考
に
し
て
お
ら
れ
な
い
の
で
は
と
の
懸
念
が
沸
き

上
っ
た
。
そ
の
理
由
は
主
に
二
点
あ
る
。

　

そ
の
一
つ
は
、
そ
の
誤
解
が
上
記
の
私
へ
の
批
判
に
繫
が
る
の
だ
が
、

「
聶
耳
は
中
国
共
産
党
に
近
い
と
こ
ろ
に
い
た
」（
六
頁
）
と
い
う
認
識
で

あ
る
。
近
い
と
こ
ろ
に
い
た
の
で
は
な
く
、
聶
耳
は
共
産
党
員
で
あ
っ

た
。
聶
耳
の
入
党
は
一
九
三
三
年
の
年
初
で
あ
る
。
聶
耳
の
入
党
は
田

漢
が
紹
介
者
で
、
夏
衍
が
立
ち
合
い
人
で
あ
っ
た
。

　

久
保
先
生
は
、

　

	　
「
共
産
党
が
武
装
蜂
起
し
た
記
念
日
で
あ
る
八
月
一
日
に
注
目
し

て
い
た
［
同
前
、
下
巻
二
四
一
頁
］。
た
だ
し
、
こ
の
よ
う
な
文
章
が

残
さ
れ
て
い
る
こ
と
自
体
、
こ
の
時
期
、
聶
耳
が
共
産
党
に
入
り
、

そ
の
組
織
的
な
活
動
に
参
加
し
て
い
た
わ
け
で
な
い
こ
と
を
明
瞭
に

示
す
事
実
で
も
あ
る
。
も
し
共
産
党
員
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
弾
圧
の

口
実
と
な
る
こ
ん
な
危
険
な
文
章
を
不
用
意
に
残
す
は
ず
が
な
い
」

と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。（
一
二
五
頁
）

　
「
共
産
党
が
武
装
蜂
起
し
た
…
」
こ
れ
は
一
九
三
〇
年
の
こ
と
で
あ

り
、
確
か
に
こ
の
時
点
で
聶
耳
は
共
産
党
に
ま
だ
入
党
し
て
い
な
い
。

　

だ
が
こ
の
後
先
に
記
し
た
よ
う
に
聶
耳
は
一
九
三
三
年
に
入
党
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
聶
耳
の
入
党
は
、
田
漢
の
「
聶
耳
勝
利
的
道
」（
三
巻

全
集
二
三
頁
）
や
王
懿
之
の
伝
記
（
二
三
三
頁
）
に
も
明
確
に
記
載
が
あ

り
、
榎
本
泰
子
の
『
楽
人
の
都
・
上
海
―
―
近
代
中
国
に
お
け
る
西
洋

音
楽
の
受
容
』（
研
文
出
版
、
一
九
九
八
年
、
二
一
九
頁
）
に
も
記
さ
れ
て

い
る
。
な
お
拙
著
で
記
し
た
が
、
入
党
立
ち
合
い
人
の
夏
衍
は
、
聶
耳

が
日
本
に
亡
命
す
る
際
、「
上
海
の
共
産
党
組
織
は
彼
を
日
本
に
送
り

出
す
く
ら
い
の
力
は
具
え
て
い
た
」
と
團
伊
玖
磨
氏
に
語
っ
て
い
る
こ

と
も
付
け
加
え
て
お
き
た
い
（
團
伊
玖
磨
『
降
っ
て
も
パ
イ
プ
の
け
む
り
』

朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
四
年
、
二
五
八
頁
）。

　

次
に
久
保
先
生
が
、
義
勇
軍
行
進
曲
は
日
本
で
生
ま
れ
た
と
こ
と
さ

ら
強
調
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
触
れ
て
お
き
た
い
（
二
二
三
頁
コ
ラ
ム
）。

こ
れ
は
書
名
に
も
な
っ
て
い
る
の
だ
が
、
こ
の
こ
と
を
強
調
さ
れ
る
こ

と
の
意
味
が
理
解
で
き
な
い
。
こ
れ
は
、
先
に
久
保
先
生
が
三
巻
本
全

集
か
ら
記
さ
れ
て
い
る
文
献
一
覧
の
二
番
目
・
向
延
生
「
影
片
《
風
雲

児
女
》
及
其
主
題
歌
《
義
勇
軍
進
行
曲
》」
論
文
中
の
一
節
「《
義
勇
軍
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進
行
曲
》
的
定
稿
是
聶
耳
由
日
本
寄
回
来
的
」
に
書
か
れ
て
い
る
と
お

り
、
初
稿
は
中
国
で
書
か
れ
、
友
人
た
ち
が
証
言
し
て
い
る
よ
う
に
ほ

ぼ
出
来
上
が
っ
て
い
た
が
、最
終
稿
は
日
本
で
書
か
れ
送
ら
れ
て
き
た
、

こ
れ
に
尽
き
る
の
で
あ
る
。
タ
イ
ト
ル
が
一
人
歩
き
し
て
、
嵯
峨
隆
氏

の
よ
う
に
本
書
を
紹
介
し
た
文
章
の
中
で
、「
…
聶
耳
は
映
画
完
成
前

の
四
月
に
日
本
に
渡
り
、音
楽
会
な
ど
に
通
う
日
々
を
過
ご
し
て
お
り
、

楽
譜
は
そ
の
合
間
に
書
か
れ
て
上
海
に
送
ら
れ
た
も
の
だ
っ
た
」（『
東

亜
』
二
〇
一
九
年
、B

ook R
eview

 on A
sia

）
と
誤
解
し
て
し
ま
う
人
が
現

れ
る
の
で
あ
る
。

　

な
お
若
干
細
か
な
こ
と
で
あ
る
が
、
本
書
を
読
ん
で
気
が
つ
い
た
こ

と
を
い
く
つ
か
記
し
て
お
き
た
い
。

　

	

①
一
六
七
頁
他　

聯
華
歌
舞
班
、
聯
華
影
業
公
司
が
連
華
と
表
記
さ

れ
て
い
る
。
国
語
審
議
会
に
よ
る「
同
音
の
漢
字
に
よ
る
書
き
替
え
」

が
あ
る
の
で
誤
り
と
は
言
え
な
い
が
、
固
有
名
詞
の
場
合
は
そ
の
ま

ま
使
用
す
る
の
が
通
例
で
は
な
い
か
。

　

	

②
一
八
頁　

周
恩
来
が
学
び
、
聶
耳
も
通
っ
た
東
亜
高
等
予
備
学
校

が
東
亜
学
校
に
改
名
し
た
の
は
一
九
四
〇
年
で
は
な
く
、
一
九
三
五

年
五
月
で
あ
る
。
こ
れ
は
『
東
亜
学
校
一
〇
周
年
記
念
』
誌
に
記
載

さ
れ
て
い
る
。
聶
耳
が
在
学
中
に
変
更
に
な
っ
た
。

　

	

③
四
三
頁　

辛
亥
革
命
の
際
に
活
躍
し
た
多
く
の
軍
人
を
輩
出
し
た

昆
明
に
あ
る
学
校
は
雲
南
陸
軍
講
武
学
堂
で
な
く
雲
南
陸
軍
講
武
堂

で
あ
る
。

　

	

④
二
三
〇
頁　
「
さ
ら
に
一
九
八
六
年
、
聶
耳
の
胸
像
を
建
立
、」
と

あ
る
が
、
こ
れ
は
胸
像
で
は
な
く
レ
リ
ー
フ
で
あ
る
。
先
生
に
は
聶

耳
終
焉
の
地
、
藤
沢
市
の
鵠
沼
海
岸
に
あ
る
聶
耳
記
念
公
園
に
ぜ
ひ

足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
た
か
っ
た
。

　

	

⑤
二
二
四
頁
及
び
二
三
八
頁　

向
延
生
が
向
廷
正
と
記
さ
れ
て
い

る
。
向
延
生
は
二
度
の
全
集
の
編
集
者
で
あ
り
、
特
に
増
補
版
全

集
で
は
実
質
的
な
責
任
者
で
あ
っ
た
。
革
命
の
聖
地
・
延
安
で

一
九
三
九
年
に
七
月
一
日
に
生
ま
れ
た
こ
と
が
誇
り
の
向
先
生
で
あ

る
。
全
集
に
は
九
本
の
論
文
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
中
国
音
楽
史
研

究
の
第
一
人
者
で
あ
る
。

　

	

⑥
目
次
の
後
に
地
図
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
昆
明
と
ハ
イ
フ
ォ
ン
を
繫

ぐ
鉄
道
を
雲
南
鉄
道
と
記
し
て
い
る
が
、こ
れ
は
滇
越
鉄
道
で
あ
る
。

　

最
後
に
蛇
足
に
な
る
が
、
拙
著
『
歌
で
革
命
に
挑
ん
だ
男　

中
国
国

歌
作
曲
者
・
聶
耳
と
日
本
』
の
中
国
語
訳
本
『
不
愿
做
奴
隶
的
人　

聂

耳
传
』
が
七
月
に
北
京
の
新
星
出
版
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。
序
文
を
寄

せ
て
い
た
だ
い
た
向
延
生
先
生
は
、「
こ
れ
ま
で
中
国
で
神
格
化
さ
れ
て

い
た
聶
耳
に
つ
い
て
、
著
者
は
聶
耳
の
人
そ
の
も
の
に
注
目
し
若
者
ら

し
い
特
徴
を
二
度
の
全
集
に
収
録
さ
れ
な
か
っ
た
新
し
い
資
料
を
使
っ

て
描
い
て
い
る
」
と
書
い
て
お
ら
れ
る
こ
と
を
付
け
加
え
て
お
き
た
い
。

（
お
か
ざ
き
・
ゆ
う
じ　

元
中
京
学
院
大
学
）
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